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データが語る深圳の素顔⑧：国、市、区が優遇策で先端企業を支援 

 

 先端技術企業に対しては国の全国的な優遇策に加え、深圳市には市独自の施策があり、当

社の深圳プロジェクトが計画中の同市福田区では区独自の優遇策まである別表「進出企業

への多様な優遇措置事例」を参照。産業レベルの高度化を目指した重層的な支援策が深圳を

中国きっての「ハイテク都市」、「イノベーション都市」に変貌させようとしている。 

 国は税制中心に、市や区はさまざまな資金援助中心に優遇策がとられている。ちょっと変

わったところでは市営投資ファンド「深圳高深投集団有限公司」がベンチャー企業に投資し

て、株式公開に至るまで育てている。２０１３年から２０１７年の５年間でＩＰＯ（新規公

開）支援の成功案件は１９５件だった。 

 

進出企業に対する多様な優遇措置の事例

全国統一優遇制度

対象企業：国家高度先端
技術認定企業

税金優待：

企業所得税税率は優待税率
15％(一般企業は25％)

資金支援：

研究開発(R&D)経費の50％を
所得控除額とする

優先権利：

優先IPO権

会社用オフィス、事業所等
企業用地の優先承認

深圳市

対象企業：先端技術企業
（自己申告制）

高度人材への資金サポート：

住宅、教育、賞与

スタートアップへのサポート：

免税、助成金制度

研究・開発サポート：

R&D経費控除、特許賞与

市政府所属ファンドによる支援
対象 先端技術中小企業・ベン

チャー企業

福田区

対象企業：高度先端技術
企業（自己申告制）

新規企業設立サポート：

一括設立支援（上限2000万元）

事務所サポート：

建物賃貸（上限1000万元/年、3
年以下）、内装（上限500万元）

移転費用サポート：転入（上限
300万元）、給与（主要人員に対
し上限20万元/人、5名以下）

住宅サポート：

3000元/戸、上限10戸、3年以下

（注）上記の優遇策は2018年現在。変更される可能性があります。

以上 


